
申請者 茨城県笠間市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R11年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

403,000千円
（22,000千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業 ✓ インフラ
整備事業 事業分野（大項目） 地場産業支援関連事業分野

目的・効果

・急速な人口減少が進む中、若者文化と親和性の高いアーバンスポーツ拠点を強化し、「スポーツシティかさま」としてのブランドを確立す
ることで、若年層を中心とした交流人口の拡大と地域経済の活性化を目指す。
・2028年ロス五輪種目となる「オブスタクルスポーツ」等の独自性の高いコンテンツにより、世界大会の誘致等によるインバウンドを含む広
域からの集客及び滞在型コンテンツへの転換により、地域内消費額の向上を図り、持続可能な稼ぐ観光地域を創出する。
・さらには、本市の強みである「笠間焼」や「栗」等の地域資源と若者文化である「アーバンスポーツ」を融合し、持続的に収益を生み出
す地域経済の基盤を構築する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
アーバンスポーツ拠点として、東日本初となる「オブスタクルスポーツ」や
国内でも希少な「バーチカル（スケートボード）」を整備し、圧倒的な
独自性を確立する。併せて、設備が充実した管理棟や宿泊環境の整
備により滞在型のコンテンツへと転換し、インバウンドを含む広域からの
誘客と地域経済の活性化を実現する。

【拠点整備事業】
・基本・実施設計業務委託（アーバンスポーツ拠点整備） 22,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①笠間市への年間観光消費額　（＋1億6百万円）
②笠間市への年間観光入込客数　（＋3万3千人）
③拠点施設への海外からの来訪者数　（＋48人）
④アーバンスポーツの整地としての認知度　（55,000回）
⑤市民の健康づくり(利用者)数　（＋2千2百人）
⑥競技選手の育成者数　（＋1千人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

（現在、調整中）

事業概要：アーバンスポーツ拠点整備事業

アーバンスポーツ拠点

バーチカル

オブスタクルスポーツ


